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からまつ材質育種事業

一一ー事業計画と事業実施 5 か年間の成果一一
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SusumuMIKAMI:BreedingProjectonWoodQualityofJapaneseLarch

Anoutlineofthebreedingprogrammeand

theachievementfor 五ve years

要 旨:カラマツ材のねじれを改良するととを目的として，昭和 55 年度から 59 年度までの 5 か年

にわたり，北海道・東北・関東林木育種場の 3 場が協力して「からまつ材質育種事業 J を進め，材質

優良木の選抜を実施した。精英樹クローン植栽林 9 林分から 348 クローンと一般造林地 45 林分から

4， 182 本の候補木を選び，繊維傾斜度，材のねじれ量，材のそり量を検定して，精英樹から 19 クロ

ーンと一般造林木から 220 本を材質優良木として選抜した。平均選抜率は 5.3% であった。検定した

材質形質については，育種基本区による地域性は認められず，地域内林分間及び林分内個体問で大き

な変異を示した。一般造林地から選抜された材質優良木は，当該育種場でつぎ木増殖されているが，

増殖過程で 4 個体が失われ，クローンが確保された個体は 216 本であった。今後は，とれらを材料と

して材質優良品種を創出し普及するととになるが，その方法としては，材質優良木クローン聞の交配

によって実生後代を育成し，その中から早期検定によって若い実生個体を選抜して採穂園を造成し，

そとから生産されるさし木苗を普及するのが，現段階で採用できる最も効果的な方法である。

I まえかき

カラマツは高海抜地や寒冷地に適応する樹種であるととから，北海道・東北・関東・中部地方に広く造

林されてきた。既にそれらの造林地から大量のカラマツ材が生産される状況になっている。カラマツ材

は，わが国の針葉樹材の中では高比重群に属し，強度性能はアカマツ級であるが V ， 含水率の低下に伴っ

てねじれ狂いを生じ易い欠点がありかベ材の用途が非常にせばめられている。とくに未成熟材部の比率

が高い間伐材等小径木では，乙の傾向が顕著に現われる 18) 。乙のほか，材の利用上ではヤニが浸出する問

題もあるが，アノレカリによる脱脂技術が開発されており，また人工乾燥中の操作によって相当程度まで脱

脂できる方法が開発されているへ したがって，カラマツ材の利用拡大を図るためには，ねじれ狂いを防

止する技術の開発あるいはねじれ狂いのない素材の生産が前提となる。

一方，これまでの研究結果から，カラマツの角材や板材のねじれ狂いは繊維傾斜度と密接な関係、にある

乙とが知られている盛>1 5) -17) 。また，繊維傾斜度は個体によって大きな差があり，利用上許容できる材をも

っ個体も一般造林地に存在し 14h 個体選抜が可能であり，さらにクローンや実生家系を対象とした研究結

果から繊維傾斜度は大きな遺伝変異を含んでおりへ これの遺伝的改良によってねじれの小さい材を生

産するカラマツを育成できる乙とが明らかとなった 6)8 >1 2) 。

とれらのととを背景として， 林野庁は昭和 55 年度から「からまつ材質育種事業 J をスタートさせ， ね

じれの小さい材を生産するカラマツ品種をつくる事業に着手した。本事業は，生長や樹形の改良を目的と

した精英樹選抜育種事業あるいは被害の回避や軽減を目的とした各種抵抗性育種事業とは異なり，生産材
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の品質の改良を目的としたものである。多くの林木育種研究者及び技術者にとっては着手したことのない

分野の仕事であったことと，個体問変異や林分間変異についての基礎資料が十分整っていなかったことか

ら，技術習得と調査研究を包含しながら事業を進める必要があった。結果として，多くの研究成果が得ら

れるとともに，所期の目標を I二回る事業成果を得た。

選抜したカラマツ材質優良木については，育種母材料として広く活用できるように，当該育種基本区ご

とに選抜経過及び特性を整理して公表することになった。

本報告は，上記に関連して，事業の全体計画，実施経過及び成果，残された問題等を整理し，取りまと

めたものである。

本事業を計画するに当っては，企画・調整及び関連施設整備について林野庁造林課長はじめ関係担当官

及び関係林木育種場長の特段の御尽力を得た。また，選抜林分・候補木の選定及び供試材料の入手等につ

いては関係営林局署及び関連生産業者の御配慮と御協力をいただいた。さらに，選抜作業及び増殖作業は

別記事業担当者以外の多くの育種場職員の協力によって進められた。乙れらの方々に心から感謝の意を表

する。

E 事業計画

1. 事業実施主体

木事業は北海道林木育種場，東北林木育種場及び関東林木育種場の 3 国立林木育種場が実施した。

2. 事業推進組織

1) 総合企画:林野庁造林課

2) 調 整:関東林木育種場企画調整課

3) 事業担当

(1) 北海道林木育種場

①実施計画

② 侯補木の選出及び

試料採取

③材質検定

繊維傾斜度

材のねじれ・そり
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⑤ 実施結果の取りまとめ 織田春紀 〈昭 55~59)

(2) 東北林木育種場

①実施計画 三上 進 (昭 55~59) 育種課長

② 候補木の選出及び 野口常介 (昭 55~57) 育種研究室長

試料採取 川村忠士 (昭 55~59) 育種研究室員

板鼻直栄 (昭 55~59) II

井上幹博 (昭 55~56) II

吉村研介 (昭 58~59) II

③材質検定

繊維傾斜度 川村忠土 (昭 55~59)

材のねじれ・そり )I! 村忠土 (昭 55~59)

仮鼻直栄 (昭 55~59)

井上幹!寺 (昭 55~56)

吉村研介 (昭 58~59)

④ クローン増殖 業 務 (昭 56~ )

③ 実施結果の取りまとめ 川村忠土 (昭 55~59)

(3) 関東林木育種場

①実施計画 古越隆信 〈昭 55~59) 育種課長

② 候補木の選出及び 金 子 士口 (n 百 55~59) 育種第 2 研究室主任研究官

試料採取 原 ョιιコー- (HH55~58) 長野事業場業務係長

市川俊雄 (昭 59 II II

佐藤敬一 (昭 55~59) 業務係員

伊藤昌司 (昭 55~59) II II

小坂堅 (昭 55~59)

堀内清隆 (昭 55~59) II 庶務係員

③材質検定

繊維傾斜度 山旧 勇 〈昭 57~58) 育種第 2 研究室長

山手蹟太 (昭 59 II

田淵和夫 (昭 57~59) 育椅第 2 研究室員

糸屋吉彦 (昭 57~59) II

半田孝俊 (昭 57~59) 育種第 1 研究室員

材のねじれ・そり 山田 男 (昭 57

金 子 凸国口 士口 (昭 56~59)

小坂堅 (昭 56~59)

④クローン増殖 長野事業場 (昭 57~ )

⑤ 実施結果の取りまとめ 金子宮古 (昭 55~59)
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3. 事業内容の概要

昭和田年度から 5 か年計画で 5， 400 本の候補木を選ぴ， それらの材質を検定して 180 本の材質優良ァ!て

を選抜し，増殖する ζ ととした。

ζ の数誌は， 各育緩基本区の材質優良木本数司会 60 本とし， クローン増殖上の問題等によって火われる

ものがあっても， 49 型採種展立を構成することができるクローン数が確保されるようにしたものである。

さらに，選抜 2容を 3.3% と惣 7として絞補*の目桜木数が決められた。

候補木を iliU ，林分は， 1 毘地 6ha 以上のまとまりをもっ V 齢級以上の間伐対象材、分とし，できるだけ

必ぶ区内に広くちらばせて選定することとした。

V齢級以上の間伐木を対象とした理由は，との樹齢になれば生長，樹 j仏繊維傾斜度，材のねじれ・そ

りについて個体特牲を把擬する ζ とが可能であることから，選抜作業の能率性・経済性を考滋したもので

ある。 11 型地 6ha 以上とした根拠は， V齢級カラマツ林の ha あたり成立本数を 1.400~1.500 本とし，

間伐ヌド数が約 500 本， その中 iζ 含まれる生長の良い個体が 10% ， さらに生長の良い個体群に含まれる通

許::{，の割合が 10% ， それらの中の 3.39 ぎの鍛体が材質優良木になり得ることぞ:限定すると， 材質優良木

1 本を選ぶために 3， 000* の対象個体が必要となり，その面積は 6ha になる。さらに，対象林分そ広く

ちらばせて選定しようとした理由は，特定流域の同一林齢の林分 lζ 集中すると，同じ種子iJij\i ζ由来する林

分からiI工殺のものが選抜される可能性が高くなるので，できるだけその危険性を除くためである。

材質金量良 i本:の選抜手 11民放び送技法 i手は，付属資料「からまっ材質一台稜事業実施姿鎖 j によったが，事業

の火まかな bfi れは凶 11 乙示した巡りである。なお，材のねじれと繊維傾斜度とは高い.i.E.の相関関係にある

ので，伐倒現場で円板を制裂して，問視によって繊維傾斜度の大きい総体を?ークし，それらの個体から

の丸太採取及び材のねじれ・そりの測定そ取り止め，作業を能率的に進めるよう手 j艇の一部を改善した。

事業}行採滋 WI の j丘 IJX:，
と持及 ~1F について{立，
l~~jnJ を i\l外 J -4 →る

ア)段)，微量Ii何 !jelli か 5.0 U(j 以 I'

イ)ヂ JOj 織品It民約!主力、 2 町 5% 以ト

ウ) Hi) ねとjL ~1 が5.0% 以 i、

ゴー)付のそりが抗しくない

同1.カラマツ材質育種事業の流れ
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1.事業経過

昭和55年度から事業を開始したが，関連施設一材質検定木工室・自動木理測定装置等の整備が3 か年

計画で東北・北海道・関束林木育種場の順に進められたため，事業開始1"-'2年間は育種場によって異な

った対応をしなければならなかった。

初年度は，精英樹クローン植栽林(クローン集植所及び本格的な断幹・奥定未実施の採種園〉を対象と

して，繊維傾斜度について選抜を行うこととした。採取円板は全て東北林木育種場に送付され，測定試料

の作製及び測定が行われ，測定結果が各場にもどされた。東北林木育種場では，精英樹クローン植栽林の

ほかに2 か所の一般造林地で材質優良木の選抜に着手し，作業実行上の問題と作業功程の検討を合せて行

...~

'つ/.....。

次 年度からは各場とも一般造林地を対象として選抜作業に入ったが，なお関東林木育種場の関連施設が

整備されていなかったので，初年度と同じく採取円板は東北林木育種場に送付され，試料作製及び測定が

行われた。

3 年目からは各場で完結する作業体制がとられた。北海道林木育種場では，カラマツ精英樹クローン保

有数が多いことから，引続き精英樹クローンについて繊維傾斜度の選抜も進めた。

なお，事業実行に伴って予算・作業量・施設等の制約から当初計画の一部を変更した。当初計画では，

1 団地6ha以上のまとまりのある林分を対象とすることと候補木の全てについて材のねじれ・そり量を

測定するととになっていた。しかし，事業を実行する段階になった時，対象林分の選定が著しく制限され

る乙と，調査・材料採取の作業量，作業経費及び材料購入費に制約があること等多くの困難な問題が生じ

た。乙れらを解決するため，営林局署の理解と協力を得て，間伐木指定前に候補木の選定を行う乙ととし

た。とのことによって，単位面積あたりの候補木本数が多くなり，対象林分の作業面積を大幅に縮小する

ことができた。また，事業内容の概要で述べたように，伐倒現場で明らかに材質優良木になり得ないと判

断された候補木からの丸太採取を取止め，材料購入費，加工費及びその後の測定作業量の軽減をはかっ

た。ただし，乙れら計画及び作業手順の一部変更は，選抜される材質優良木の内容に影響を与えるもので

はなかった。

事業実行に伴うもう一つの大きな問題は，材質優良木クローンの増殖との関連で選抜作業時季が制約さ

れることであった。候補木の伐倒から材質優良木の決定までには最低4"-'5か月を要するので，つぎ木適

期を4 月中~下旬とすると，11 月下旬までには材料採取を行う必要があった。しかし， その時期をあま

り早めるとつぎ穂の確保が困難となる問題があった。そこで，初年度に，つぎ穏の採取時期と貯蔵に関す

る検討を行ない，11 月に入ればつぎ穏の採取が可能であり，通常の方法(湿ったオガクズに入れどニ

jレ袋で密閉しooe前後の低温室におく〉で貯蔵できることを確認した。このことから，伐倒作業は主とし

て 11 月に行われることになった。また，生産者の都合によって夏に伐採される場合についても検討を行

った。この場合は壮齢木からのさし木増殖(夏ざし〉を検討したが，発根率が低く，しかも個体によって

1"-'34%のばらつきがあり18}， 材 質優良木を安全に増殖できる見通しが得られなかったので，このような

事態が予想される林分は対象から除くこととした。

その他，事業実行に伴うマイナーな多くの問題があったが，毎年度末に，林野庁造林課育種班，関東林



木育種場企画調整課をまじえた 3 場の事業担当者による「か

らまつ材質育種事業打合せ会議j を開催し，事業の実施経

過，実行上の問題点，次年度の実施計画等を討議し問題点を

解決し，事業の円滑な推進を図った。

2. 事業成果

1) 材質優良木の選抜

精英樹クローン植栽林 9 林分と一般造林地 45 林分， 計 54

林分を候補木選出対象林分として選定した。林齢は，精英樹

クローン植栽林が 12~22 年であり，一般造林地が 20~39 年

であった。育種基本区別の内訳は，表 1 のとおりである。

これらの林分から精英樹 348 クローンと造林木 4， 182 本を

候補木(クローン〉として選出し，材質検定を行って，精英樹 19 クローンと造林木 220 木，計 239 本( 1

クローンは 1 本)を材質優良木として選抜した。各基本区とも目標本数の 60 本を上回る材質優良木を確

保した。育種基本区ごとの年次別内訳は，表 2 のとおりである。

当初計画量に対する達成率は，候補木本数で 84%，材質優良木で 133% となった。選抜率は予想値 3.3

-6-

表1. 育種基本区ごとの候補木

選出林分数

林分の種類

育種基本区精英樹 一造林般木 計

北海道 7 16 23

東 北 16 17

関 東 13 14

計 1 9 I 45 1 54

注:林分の所在地等については「各基本区

における材質優良木の選抜」を参照さ

れたい。

林木育種場研究報告第 4 号

表 2. カラマツ材質優良木選抜の事業計画と実行結果

全体計画 北海道 東 北 関 東 全 体
年度 選出集団

年 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本
精英樹 41 6 56 4 123 6 220 16

55 420 14 造林木 一 90 一 90

計 41 6 146 Uに 123 6 310 17

精英樹 18 。
一 一 一 18 。

56 750 25 造林木 232 4 266 19 274 9 772 32

計 250 4 266 19 274 9 790 32

一 一

精英樹 45 2 一 一 一 45 2

58 1, 515 51 造林木 329 18 410 16 400 39 1, 139 73

計 374 20 410 16 400 39 1, 184 75

精英樹 65 一 一 一 65

59 1, 500 50 造林木 213 13 414 15 403 18 1, 030 46

計 278 14 414 15 403 18 1, 095 47

精英樹 169 9 56 4 123 6 348 19

計 5, 400 180*1造林木 1, 149 52 1, 584 77 1, 449 91 4, 182 220

計 1, 318 61 1, 640 81 1, 572 97 4, 530 , 239

83.9%*2132.8%*2

57 I 1 ， 215 1 斗主林木 I 375
1

材質優良木の選抜率

171 叫 261 わ| 1
i

F
O

1
L

'E'ha
Fhυ巧

/ω 68

4.6% 4.9% 5.3%6.2%

*1 材質優良木の選抜率を 3.3% として計画

*2 全体計画の候補木 5， 400 本及び優良木 180 本に対する達成率



7-からまっ材質育種事業(三上〉

%を上回り，平均 5.35'ぢであった。選抜率が高かったFA[自は，できるだけ多くの優良個体を権保する必婆

から，選抜基準すれすれの個依も含めることにしたためである。したがって，資種法ぶ区による選抜率の

違いは，そのような俗体の多少が影響したものと考える。

木事業で取とげた材質形質の変呉については， "遺伝i'r'~要討の大きいことが知られており，また各地iζ近

林されているカラマツは関東・中部地方のカラマツに由来するものであることから，地域肢がないものと

して家業を計画した。 ζ のことを巣付けるためと，各形衰の字下分子可変主主がどの程度のものであり，その rp

で材質優良木がどのような位置にあったかを示すために，本事業で調まました林分について芝j干の検討を行

っ fこ。

については測定不能似体 25 本与を育種2吉本;区ごとに交したさなての絞裕木関 2 は，

{1J現頻度考告示したものである。両形質とも育怒基本iぷく〉について，

ばらつき l隔は関i玄関で類似の分布与を示しており，平均値もほとんど近似している。ただし，
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トーー-'7--1

北海道警千種基本区

n出1124220

頻

度

% 10
際

務

総

闘

閥

均

思

-F'ｭ
0 20.0

東北育穣基本区

11'"1584

50
←-'f'冊一周 4

5.0

3.94%
'7--1

出
現 20

瀕

Il

~10

20.015.0?っ。

関東官李種基本 IK

n出 1449

〆

7 , 83;-;
い剛司V吋

5.0

3.98
トv-・ 4

り

出
王見 20

鎖
度

~ 10

25υ。

どと出現実 ti皮

マ可 '1 ま各了守慾謀本区の -¥JSJ{I はであり，事舎の下旬端は¥f:分王子均般の故小，技大を~す。

11

(%)調設維傾斜度

北海道・関 2.



- 8 ー t*木青磁場研究報告第 4 号

*下守極蕊ヌj(区で若干小さい傾向を示した。表 3 は，その分散分析結果である。同形賓とも地域内林分間分

散に1な;意性が認められだが，地域防分散は有:盗でなかった。

材のねじれ滋及びそり量は，繊維傾斜度によって予備選抜された総体のみについて測定された林分が多

かったので，地域部・ 4本分間変異を切らかにできるデータは得られなかった。調査本本分のうち，全候補木

表 3. 平均繊維傾斜度と最大繊維傾斜度に関する分散分析

要 器 虫色度 玉j7.方手fl 平均平方 分散比

仙木4ふ乍 分 11¥] 44 959.4942 21 , 8067

地 域 fi¥J 2 45.7778 22.888 ヲ 1.052NS
不~J織縦傾斜度 地域内株分間 42 913.7164 21.7552 8.410**

林分内関係; 4112 10636.4485 2.5867

会 {士山? 4156 11595.9427

林 分 間 44 105 ヲ.9048 24.0887

地 J);¥¥ n司 2 138.7182 69.3591 3.162NS
草委大繊維傾斜度 地域内林分間 42 921.1866 21 ‘ヲ 330 4. ヲ22**

林分内個体 4112 18323.0154 4.4560

全 体 4156 19382.9202

Fl,O.05=3.220
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を測定した3 林分の例をあげると，図3 及び図4 のとおりであった。雨形質とも林分内個体問のばらつき

は大きかった。また林分間では，北海道の北見90 が岩手県の2 林分と異なった分布型を示した。しかし，

1 調査林分の特性と思われる。とくに，このことが直ちに北海道産カラマツの特性を示すものではなく，

材のねじれ量は繊維傾斜度と高い正の相関関係にあるので，後者と同じく地域性がないと考えるのが妥当

である。材のそり量については，実施要領ではできるだけ考慮することになっている。実際に測定した結

果では，林分内個体聞のばらつきが大きく，しかも他の材質形質と従属関係になく(図5 ), 生長ともー

定の関係を示さないので10)，繊維傾斜度や材のねじれ量が基準内であっても著しく大きなそり量を示す個

体も認められた。これらの個体については，材質優良木からできるだけ除くようにした。

以上のように，材質優良木は林分内の大きな変異の中から選抜されたものである。生長についての環境

適応性の問題はあるが，材質形質については繊維傾斜度は勿論のこと材のねじれ量にも地域性はないと考

えられるので，各育極基本区で選抜した材質優良木は，基本区相互!日jで活用することがi百能である。
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2) 材質優良木の増殖及び保存

各育種基本区の造林地から選抜された材質優良木は，当該林木育種場でつぎ木増殖され，クローン保存

がはかられている。現在までの増殖過程で，北海道林木育種場が 3 個体，東北林木育種場が 1 個体の増殖

に失敗した。関東林木育種場は選抜木の全クローンを確保した。その結果，造林地から選抜した材質優良

木のうちクローンが確保された個体は，北海道 49 本，東北 76 木，関東 91 本，計 216 本となった。

3) 本事業関連報告及び研究成果報告

本事業に関連した報告及び事業実行過程で得た研究成果の報告は，以下の通りであった。

三上 進:カラマツ材質育種一材がねじれる欠点の改良，林木の育程， 116, 11~14， (1980)

三上進:からまつ材質育種事業，林野時報， 27 (12) , 28~29， (1981)

三上進・野口常介・川村忠士・井上幹博・板鼻直栄:カラマツの旋回木理と材のねじれに関する選

抜， 日林東北支誌， 33, 101~104， (1981)

Mikami, S.:Larchbreedingforwoodquality.Proc., Div.2, XVIIIUFROWorldCong., Kyoto,

611 , (1981)

金子宮古:からまつ精英樹の繊維傾斜度の測定一つぎきクローンによる測定， 33 回日林関東支論， 65~

66, (1981)

片寄 繰:雑種カラマツの材質について，北海道の林木育種， 25 (1), 12~14， (1982)

片寄 操:高齢カラマツ造林木の材質( I)，容積重および合水率の分布，北海道の林木育種， 25 (1),

20~23， (1982)

片寄 繰・織 m春紀:カラマツ材質育桓( I), ねじれ，年輪幅，容積密度による選抜，日林北支講，

31 , 116~117， (1982)

片寄 操・織田春紀:カラマツ材質育種事業，北尚道の林木育種， 25(2) , 14~21 ， (1982)

川村忠士・三上進・野口常介・板鼻直栄:カラマツ材の振れの林分間および林分内変異，日林東北支

誌， 34, 142~144， (1982)

片寄 繰:カラマツ材質育種について，昭和 57 年度北海道営林局研究発表集録， 195~200 ， (1983)

片寄 禄・織田春紀:カラマツ材質育種事業 (II )，北海道の林水育種， 27(1) , 7~11 ， (1984)

片寄 操:トドマツ・カラマツの材質改良計画，北方林業， 36, 45~48， (1984)

三上 進・川村忠士・板鼻直栄・吉村研介:カラマツの枝材における施回木理の個体内，個体間変異，

日林東北支誌， 36, 65~67， (1984)

金子富吉:カラマツ材質育種事業について，昭和 58 年度長野営林局業務研究発表集， 173~179 ， (1984)

織田春紀:カラマックローンによる材質形質の遺伝分散の推定一繊維傾斜度と容積密度数， 96 回日林

論， 287~288 ， (1985)

川村忠士・板鼻直栄・吉村研介・三上 進:カラマツ材のねじれの林分内変異， 日林京北支誌， 37,

97~99， (1985)

川村忠士・板鼻直栄・吉村研介・三上 進:カラマツ心持ち 10cm 正角における節と生長との関係，日

林東北支誌， 37, 167~169， (1985)
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本事業においては，材質優良木を確定した後「精英樹選抜育種事業実施要領，昭和 55 年 5 月 31 日付55

林野第 82 号」の一部を準用して採種園を造成し， 次代検定林の設定と調査を実施し， 品種の決定と普及

を行う乙ととしている。

選抜された材質優良木のクローンを用いて採種園を造成し，そこから生産される次代集団を評価する場

合に，二つの見方がある。一つは選抜効果を遺伝獲得量で評価する場合である。繊維傾斜度を例にとる

と，遺伝獲得量 (i1 G)= 規準化された選抜差 (i) x 標準偏差 (s) X遺伝率 (hりにおいて，選抜率を 5%

とすると i=2.06 であり，岩手県下 9 林分の平均的な標準偏差 (s) は最大繊維傾斜度で1. 87，平均繊維

傾斜度で1. 50 である。遺伝率は供試材料によって推定値が異なるが， いずれも高い値が得られているの

で8)12h 仮に 0.5 として遺伝獲得量を求めると，次代集団の平均値の増分は最大繊維傾斜度で-1. 93，平

均繊維傾斜度で -1.55 となる。 これを親集団の平均値 7.53 と 3.92 に対する%で示すと， 26% と 40%

になる。これらの値は，直径や樹高等の生長形質に比較しでかなり高く，選抜効果が大きいと評価はでき

る。もう一つの見方は，次代集団に望ましい材を生産する個体(選抜型〉がどの程度の割合で含まれてい

るかであり，材を利用する立場からの評価である。例えば，次代の遺伝獲得量が最大繊維傾斜度で-1. 93

とすると， 次代集団は平均値 5.60 (親集団の平均値 7.53- 1. 93) を中心とした分布を示す。 乙の中に占

める選抜型(最大繊維傾斜度 5.0% 以下)の頻度は 27% である。 ζ の場合， 親集団と次代集団における

標準偏差は同じであると仮定しているので，現実のものとはずれがあるが，大まかな見当をつけることに

は支障がない。

カラマツ材質優良品種の普及に際しては，集団平均値の向上よりは利用上望ましい個体の頻度が問題と

なる。採種園方式による場合は，これらの個体頻度が 27% 前後であり，実用に供し得る内容にはならな

い。この頻度を大幅に向上させる手段としては，選抜した個体の遺伝子型を直接利用できる無性繁殖(さ

し木〉方式を採用することが考えられる。

カラマツはさし木困難樹種の一つであるが，若い実生個体から採穂すれば高い発根率を示す。また，そ

れらの個体を強度に男定して低木型の採穂、木に仕立てると，比較的長い期聞にわたって採椋木としての能

力を維持させるととができる 9) 。

無性繁殖方式を採用するためには，選抜個体群から実生後代を育成し，その中から早期検定によってあ:

い実生個体を選抜して採穂木に利用しなければならない。早期検定に際しては，材のねじれ量の測定は不

可能であるから選抜対象形質は繊維傾斜度化限られるが，その方法は既に確立されており 9〉11) ，さらに，

それらから生産されるさし木個体の 9096 は選抜基準に適合するものであることも明らかにされている 11) 0

したがって，本事業において選抜された材質優良木については，精英樹選抜育種事業の採種園方式を採

用するのではなく，現段階では採穂園方式を一部改良した方式を採用する乙とが望ましい。採穂園方式の

一部改良とは，採穂園を造成する前に選抜木クローン間の交配により実生集団を育成し，その中から早期

検定によって若い採穂木を確保する部分を入れるととである。このことによって，カラマツ材質優良品種

普及への道が聞かれるものと考える。なお，将来，増殖技術の開発が進み，さし木困難樹種についても組

織培養等による大量増殖が可能になれば， と記の一部改良の部分は不必要となり，選抜原木の遺伝子型を

直接利用できる乙とになる。
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からまっ材質育種事業〈三上〉

Breedi股g ProjectonWoodQualityofJapaneseLarch

Anoutlineofthebreedingprogrammeandtheachievementsforfivey拙rs

SusumuMIKAMI(1)

Summary

13-

A breedingprojectonwoodqualityofJapaneselarch(LarixkaempferiCARR.=L.Ieρtole ρis

GORDON)hasbeenpr 乱cticed incooperationwithHokkaido, TohokuandKantoForestTreeBreedｭ

ingInstitutessince1980. Theobjectiv 記 of thisprojectistoimprovegeneticallysuchserious

defectsofthelarchwoodastwistingandwarping.

Atthe 五rst stageoftheproject, selectionofsuperiortreesonwoodqualitywascarried

outonafive-yearprogramme. Werealizedtheanticipatedr邑suIts; thesuperiortreesselected

through 巴xamination ofspiralgrainandtwistingandwarpingofboxedheartwere19clones

fromamong348plus-treeclonesin9clonalplantationsand220treesoutof4182candidate

treeswhichwer 邑 preliminarily selectedongrowthrateandstemformin45standsofcomｭ

mercialforest. Selectionintensitywas5.3.96onanaverage.

Theselectionprocedureswereasfollows;

Preliminaryselection
Thecandidatetreesshouldberankedongrowthrateinthebest
10 劣 of thestand.andhavequiteroundandstraightstemwithfree
fromdiseasesandinsects.

(Fel ん in NovemberorD悶mber)
(cdlECtiomt)
materials

Disks, 10cmthick

Logs, 3.5m long

Scions, sufficient
numb 巴r forgrafting

(Measuremmtof)
woodquality }

Measurementof
spiralgrain

Measurementof
twistandwarpon
10X10X300cm
boxedheartafter
seasoning for 4
months

(ASS 巴S悶凶 ~f)
woodquality

Selectioncriteria
1) lessthan5.096onmax.

grainangle
2) lessthan2.5 忽 on mean

grainangle
3) lessthan5.0 タム on

twisting
4) smallerwarping

Decisionofsuperior
tre 巴s ongrowthrate,
stemformandwood
quality

Theselectioncriteriaonwoodqualityprescribetoensurethesupplyoftimberuseablein

constructionworks.

Thepropagatedclonesofthesuperiortreesareutilizedasbre 邑ding materialsinfollowing

stageoftheproject. At 五rst weplanedtoestablishseedorchardbytheseclones, sincea

ReceivedJanuary13, 1986
(1) TohokuForestTreeBreedingInstitute(Present;TohokuBranch, ForestryandForestProductsResearch
Institute)
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largegeneticgainthroughmassselectionwasestimated. However, thefrequencyofselection

typeinsuchpopulationsmaybenotsohighastobeavailableforcommercialplantingstocks.

So, wenowintendtosupplyrootedcuttingsfromthesebreedingmaterialsandtoapplya

tissueculture.
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からまつ材質育種事業実施要領

(附野造第W 号、
昭和55年10月 8 日/

第 1 目的

本事業は，からまつ材が乾燥に伴ってねじれる欠点があるために構造用材としての用途が著しく狭めら

れており，特に未成熟材部の比率が大きい間伐材等小径木ではこの傾向が強いととにかんがみ，林木育種

事業の一環として，からまつを対象としてねじれの小さい個体を材質優良木として選抜し，乙の材質優良

木をもとに遺伝的に優秀なからまつ品種の育成を行うことにより，からまつ造林及びからまつ材の利用拡

大に資することを目的とする。

第 2 実施主体

本事業は，主として次に掲げる国の林木育種場(以下「林木育種場j という。)が実施するものとする。

北海道林木育種場

東北林木育程場

関東林木育種場

第 3 事業の内容

1. 材質優良候補木の選出

(1) 選出対象林分の選定

材質優良候補木(以下「候補木」という。〉を選出する対象林分(以下「選出対象林分」という。〉

は， 北海道育種基本区，東北育種基本区及び関東育種基本区においておおむね 6ha 以上のまとま

りをもった V齢級以上の林分で，間伐対象林分であるものから特定の地域にかたよらないように選

定するものとする。

(2) 候補木の選出

候補木は，次の条件を満たす選出対象林分から選出するものとする。

ア.成長が良好であること。

イ.樹幹が通直，正円，完満である乙と。

ウ.枝の枯れ上がりがよいこと。

エ.病虫害等の欠点がないこと。

オ.林縁木等明らかに特殊な環境の影響を受けていると認められるものでないとと。

なお，アの判定は選出対象林分ごとに椋準地(標準地内の林木の本数は， 100 本とする。〉を設

け，樹高及び胸高直径を測定し，選出対象林分の平均値 (x) と標準偏差 (σ 〉を推定して，候補

木が次の基準を満たすか否かによって行う。

ア.樹高は，原則として選出対象林分の上位 10% (x+1.282σ 以上〉の範囲にある乙と。

イ.胸高直径は，原則として選出対象林分の上位 10% (x+ 1. 282 σ 以上〉の範囲にあること。

(3) 候補木の名称
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国有林から選出された候補木にあっては，営林局名又は営林支局名 (fOO 営J とする。〉に，ま

た，民有林から選出された候補木にあっては都道府県名に，それぞれ「侯材質 J を冠し，営林局若

しくは営林支局又は都道府県ごとに通し番号を付するものとする。

(例)侯材質 帯広営 1 号

侯材質 東京都 1 号

(4) 候補木の表示等

ア.候補木には，胸高位の上部にペンキで白帯一巻きの表示をし，その上部に候補木名を付するも

のとする。

イ.候補木については，候補木の所有者，地況，林況等を調査し，別紙様式による調査票及び候補

木の位置図等を作成するものとする。

2. 候補木クローン増殖

原種保存のため，次 lとより各候補木のつぎ木クローンを養成するものとする。

(1) 採穂

採穂は，次の事項に留意して，候補木の頂部から樹高のおおむね 1i3 の長さの範囲内で健全な穂、

木を採取して行うものとする。

ア.候補木からの採穏は，つぎ木活着歩止りを考慮して適期に行う乙と。

イ.穂木は， 日当たりのよい充実した当年生校を選び， 20 本のつぎ椋が採れるように荒穏とする

乙と。

ウ.荒穂、は，候補木ごとにポリエチレン袋に入れ，候補木名称、及び採穂月日を記入したラベソレを添

付すること。

(2) つぎ木

つぎ木の方法は，割つぎ法とし，本数は 1 候補木当たり 20 木とする。

3. 材質検定

林木育種場は，第 3 の 1 で選出された候補木について，次により繊維傾斜度，材のねじれ及び材の

そりを測定し，その結果に基づき優良木を決定するものとする。

(1) 供試丸太の採取

供試丸太は， 侯補木を伐倒して， 地上から 0.8m 及び 4.5m の高さの位置で玉切りして，長さ

3.7m の丸太を採取する。

(2) 材質検定方法

材質検定は，供試丸太を用いて次の方法?とより繊維傾斜度，材のねじれ及び材のそりについて実

施するものとする。

ア.繊維傾斜度の測定

繊維傾斜度は，丸太の元口から 10em (地上高 O.gm) 及び 20em (地上高l. Om) の位置で玉

切りし，厚さ 10em の円板を採取し， との円板について測定するものとする。なお， その手順

は，次のとおりとする。

(対 供試円板の両木口面上に節を避けて髄を通る一対の平行な基準線を引き，末口百の基準線上

l乙鈴等を置き加撃して割裂させる。
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(イ) 割裂によりえ仁!苅 iと基準線からずれた刻裂線を生ずるので各年齢どと

線からのずれの設を自劾水主主測定装践により O.lmm 精度で測定する。

(め この測定値と供武内板の j早さから，ずれの盤の百分率を小数点以下 l 桁まで測定し，

斜度〈十 100) を求める。

基準線上の両半後方向の健を平均して求める。(エ)

イ.材のねじれの測定

材のねじれば，丸太の長さ 3.3m ， 1 辺の長さlO em の心持ち角材を製材し，この角材につい

て測定するものとする。なお，その手 j肢は，次のとおりとする。

(対 供試角材;ま，製材時 iと製品寸渋，挽き曲りえ撃を調査したのち，被絵…ドで拘然乾燥により気乾

状態にする。

(イ) 供試角材を 3m スパンの一対の逆 V字型規準合 k促成され下図のとおり 1 材面の 3 点 mt.

ffi2, illS を固定し材部の稜線が材のねじれによって規準合から移動した距離 (m4 と規準合と

の距聖堂〉を林面のねじれによる移動議 (b) としてダイアノレゲ…ジを用いて 0.5mm 精度で測

定する。

孟

型 31日

呆争
~/一

自
{ウ} 供武角材の4tオ耐について測定した移動量:の最大値 (b max) と jE灼・辺長 (a) との比

a
100) を村のねじれ議とする。

ウ.材のそりの測定

材のねじれの測定に供した供試角材の 4 材商について，材のそりによる内曲面の矢高 (h) を
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ダイアルゲージを用いて 0.5mm 精度で測定し， 矢高の最大値 (h max) を材長 3.0m との比

〈主主主主 X100) を角材のそり量とする。
3, 000

4. 優良木の決定

優良木は 3 の材質検定結果に基づき，次の条件を消すものから決定するものとする。なお，材のそ

りについては，材質優良木を選抜する場合にできるだけ考慮するものとする。

ア.年輪別繊維傾斜度の最大値(最大繊維傾斜度〉が 5.096 以下である乙と。

イ.年輪別繊維傾斜度の平均値(平均繊維傾斜度)が 2.5% 以下であること。

ウ.材のねじれが 5% 以下であること。

第 4 優良木の名称

優良木の名称、は，選出された材質優良候補木の名称から頭文字の「候 j を除いたものとする。

(例)材質 帯広営 1 号

材質 東京都 1 号

第 5 優良木クローンの保存

林木育種場は， 第 3 の 4 ~とより決定した優良木について 1 クローン当たり 15 本以上を保存し， 管理す

るものとする。

第 8 台帳及び簿表類の作成

からまつ材質育種事業の記録は，次に記載する簿表類によって整理するものとする。

1. 台帳及び簿表類の種類

(1) 標準地調査票 (第 1 号様式〉

(2) 候補木調査票 (第 2 号様式)

(3) 材質検定票 (第 3 号様式〉

(4) 材質優良木台帳(第 4 号様式〉

2. 台帳及び簿表類の作成等

(1) 標準地調査票(第 1 号様式〉

ア.調査票の作成及び保管

調査票は，候補木調査に先立って作成して候補木の選出に活用し，林木育種場の長が保管する

ものとする。

イ.調査票の記入行領

(対 樹高は測高器により計測し， 50 センチメートノレ括約とする。

(イ) 胸高直径は，直径巻尺により計測し， 0.5 センチメートル括約とする。

(ウ) 校ド高は，力校下高とし，測竿又は，測高器 lとより計測し， 50 センチメートル括約とする。

(エ) 幹の通直性は，通直，やや曲り，曲りに区分し，該当項目を記入する。

(オ) 幹の正円性は，正円，やや不正円，不正円に区分し該当項目を記入する。

(2) 候補木調査票(第 2 号様式〉

ア.調査票の作成及び保管
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調査票は，候補木の選出の際に作成し，林木育種場の長が保管するものとする。

イ.調査票の記入要領

調査票の記入要領は，次のとおりとする。

(対 樹高，胸高直径及び枝下高の測定は，第1 号様式に準ずる。

(イ) 幹の通直性，幹の正円性，着果性は，該当項目を丸で囲む。

(ウ) 標準地の記録は，標準地調査票の平均値及び標準偏差を転記する。ただし，枝下高について

は，平均値のみとする。

(エ) 位置図は，候補木の所在個所を明確にした略図とし，比較する標準地の位置を併記する。

(オ) 添付する写真は，候補木の全景及び周囲の林相を撮影したものとする。

(3) 材質検定票(第 3 号様式)

ア.調査票の作成及び保管

調査票は，材質検定の際に作成し，林木育種場の長が保管するものとする。

イ.調査票の記入要領

繊維傾斜度及び材のねじれ量は，小数点以下 1 桁とし，材のそりは，小数点以下 2 桁とする。

(4) 材質優良木台帳(第 4 号様式)

ア.台帳の作成及び保管

台帳は，材質優良木を選抜する際に作成し，林木育種場の長が保管するものとする。

イ.台帳の記入要領

台帳は，候補木調査票及び材質調査票をもととして整別記載し，また，その後の調査事項を順

次記載するものとする。

第 7 報告

北海道林木育種場長及び東北林木育種場長は，からまつ材質育種事業の実施状況を明らかにするため，

「林木育種事業運営要綱 J (昭和 55 年 5 月 31 日付け 55 林野造第 44 号農林水産事務次官依命通達〉に基づ

き関東林木育種場長に報告するものとする。

第 8 その他

1. 林木育種場は，候補木の選出に当たっては，営林局，営林支局及び都道府県と密接な連携を保ち実

施するものとする。

2. 事業用採種園の造成，次代検定及び品種の決定と普及等については，優良木の確定後「精英樹選抜

育種事業実施要領 J (昭和 55 年 5 月 31 日付け 55 林野造第 82 号林野庁長官通達)の第 3 の 2 の 2，

第 3 の 3 の 2 及び第 3 の 4 並びに第 4 を準用するものとする。
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標 準地 調 査 主百
万て

標準地 No. 調査機関名

調査年月日 調 査 者

所 在 地

番号樹高里塁示瓦通直ri川ー備考番号樹司堅二塁竺土子画音百亘竺竺
31

2 32

3 33

4 34

5 35
一一一トー
6 36

7
一一 トー一一一一一一一一一ー8

トー

9

10

11
一一 ー一一一トー

12 直ト十一一一一一一一一一一
13

14 44

15 45
ト一一一一一一一一ト一一 ト一一一 一一一一一16 46

17 47

18 48
トー一 一一

19 49
トー-一一一ー一

20 50
トー一一一一一ーも

21 51
ー一22 52

23 53

24 54

25 155
一一一一26 56

一一一

27 57

28 58

29 59

30 60
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番号 樹高 胸直 径I百司 校下高
幹 備考 番号 樹高 胸直 径高 校下高 幹 備考

通直性正円性 通直性正円性
61 82

62 83

63 84

64

65
ー一

66

67

68

69

70

71 92

72 93

73 94

74 95

75 96
トー一一一

76 97

77 98

78 99

79 100
ドーー一

80

81

標準地内本数 (N) ::=

樹高合計(ミ h )二 樹高 2 乗和(戸 h2 ) ==

平均樹高== (ミ h )/ N::=

樹高の標準偏差 =J{ 戸 h2 ー ( ~ h)2/N}/ (N- 1)==

胸高直径合計 (LJd) == 胸高直径 2 乗和(三 d2 ) ==

平均胸高直径== (記 d )/ N.::=

胸高直径の標準偏差 =J{ ~ d 2 ー (~d)2/N}/ (N-I)==

枝ド高合計 (L b)

平均枝下高== (~b) /N==
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候補木名称 調査機関

調査年月日 調査者

所 在 地 県
市 町

林班 小班
選 郡 村

抜 県 市 町 番地

林 所 有者 認 村

分
(氏名等)

面

主
標準地 No.

候|
標準地 i

平均値(支) 標準偏差(0)

補径 em の!樹高

人高 庇 記録 I 胸高直径
選 性通直，やや曲り，由り 1 校下高

出 性正円，や〉不正円，不正円
候補木樹 高

文 +1. 2820

51着果性多中小無 一一 以上
の選出

基準胸高直径
ヌ+1. 2820
一 以上

海 抜 一両 m ILlj] 頁急斜面 lJJ 頂緩斜面 山腹凸斜面

緩 中 ぞ1
地

liIH友平衡斜面 山腹UIJ斜面 山腹渡合斜面傾 jf，:~
j刷出-

方 {¥T. 形 扇状地尾錐平担地

地位指数 援要 残積土崩積士旬行土水積土

土壌湿度 乾 潤 湿 土 BA & BeBDBEBIe BID

土壌深度 浅 中 深
壌

況 型 B1｣PD

そ の 他
土 石探土砂土砂壌士壌土埴壌土
性 埴土

タネの産地 |苗木養成地|
植 栽 年 |植栽時の苗齢|

林 現在までの
下刈 回，つる切り 回，除伐 回，間伐 回

保育経過

異樹種
との
混交歩合

地床植物

況 前林分

の概況

そ の 他
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(材質優良木写真)
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付属資料

材質調査票

- 25-

候補木蓄号 調釜後関

調査年月日 え者

A. 繊維傾斜度の測定

方応! 年輪 2 3 4 5 !6 7 8 9 ハU ‘11 12 13 14 15

1

2
ト一一一

計

玉jZ 均

~方向~年~輪 1611づ7 1 19i20 21122 23 24 25i26'27 28 29 30

1

一一…2

計

平 均

一 313んつ uつ33 令υ 4!35!3δ 6I3ヮ7 138!3日d 佳40ハ 出42 43 44 45

l

2

計

王手 均

最大繊維傾斜 。%

平均繊維傾斜度z %
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B. ねじれの測定

林木育種場研究報告第 4 号

材面 I 'b I 備考

2

3

~

最大ねじれ [b(rnax))

材のねじれ量 [b (max)/ax100) %

注〕 a は正角 1 辺長であり 1 00mm である。

C. そりの測定

材 面 矢 最大矢高値

[h(max))

3 材のそり

4 [h(Inax)/.ex 100) %

注 J .e は材長であり 3000mmである。

D· 備考

1. 製材年月日:

2. 乾燥期間:

3. 乾燥条件:



付属資料 つ
L
M

第 4 号様式

材質優良木台帳

材質優良木番号! i 材質優良木決定年)
候補木番号決 定 機 関一一一一一ヰー一一一一一一 一一一一一一』

所 在 地 県 市都 町村 林 斑 斑
一 一ー一一一寸

所有者|県 郡市村町 番地
I (氏名等

|樹 齢 l 年! 準地 No.
ーす一一一ーー 一一一寸一

品

長 一一一ー一一一寸ー 一→
J2 一一一一一---1

+1.2820
以上

以上

材質 |最大繊維傾向 労 i 平均繊維傾斜度| 乞

し1 最 大 ね いU一 れ 鵬 材 竺積竺壌γ様 1h形型斗||i 96録!最大そり(矢高) I 7TU11 材 労
海抜高 m 地

地傾 斜 1 i 堆
|日位指数土 一一一ー一一-t

況 l 土壌湿度 l ー土 J性一」一一 一一一一--f
日壌深度! |その他(
タネの産地苗木養成地 l
植 栽 年 I植栽時苗 齢→一

林現在ま保で育の経過 I 下刈 回，つる切り 回.除伐 回.間伐 回

異樹種

混と交の 歩合

地床植物

況 ト一一一一 一一十一一一 一 一一一一一一 一一一→
前林分の概況|

その他|
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